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次世代移動通信の Beyond 5G（6G）においては、THz 波(周波数>300GHz)の利用が検討されてお

り、様々な THz 波発生手法が提案されている。中でも光コムのモード間ビートの光/電気変換(O/E
変換)により THz 波を発生させる手法は、周波数安定性が高く、低位相ノイズの THz 波発生が可

能である。しかし、現行のファイバーコムや電気光学コムは、中型・複雑・高価である上に、数十

MHz から数十 GHz 程度のモード間隔（frep）であるため、Beyond 5G キャリア波発生のためには

モード次数の離れた 2 モード光の抽出が必要となる。これは隣接２モード光を光学的に周波数逓

倍することと等価であり、位相ノイズが増大する。一方、微小光共振器を用いるマイクロ光コム

[1]では、共振器サイズの極微小化に伴い、frepが Beyond 5G キャリア波周波数と同等レベルまで超

高周波化されるので、周波数逓倍を必要とすることなく、隣接モードを利用した低位相ノイズ THz
波の発生が可能である[2, 3]。また、また、半導体プロセスを用いた大量一括生産が可能なので、

超小型・単純・低価格といった実用性も付与できる。 
本研究では、マイクロ光コムを用いた THz 無線通信を最終目標に設定し、今回は仮想的に 2 台

の連続波レーザー（分布帰還型レーザー：DFB、外部共振器型半導体レーザー：ECLD）をマイク

ロ光コム隣接２モード光と見なし、これらを用いた THz 波変調の実験を行った。Fig. 1(a)に実験

系を示す。DFB と ECLD の光周波数差は、300 GHz に設定した。DFB の出力を LiNbO3変調器と

RF 発振器で振幅変調し、ECLD と合波した。合波により生成された光ビート（周波数 300GHz）
を単一走行キャリアフォトダイオード(UTC-PD)に入力し、THz 波発生（周波数 300GHz）を行な

った。発生したテラヘルツ波はポリエチレン(PE)レンズ対でコリメートし、ショットキーバリア

ダイオード(SBD)に集光した。SBD からの電気信号を Bias-T、増幅器に入力し、オシロスコープで

計測した。Fig. 1(b)に得られた信号波形を示す。LN 変調器に加えた 100 MHz 変調信号に同期した

THz 波の信号が計測された。ECLD/DFB をマイクロ光コム抽出隣接２モード光に置き換えること

により、マイクロ光コムを用いた THz 通信実験が可能になる。発表では、マイクロ光コムを用い

た実験についても報告する予定である。 
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Fig. 1. (a) Experimental setup. (b) (Blue) 100-MHz modulation signal generated by RF generator and (red) 
Measured modulation signal in THz wave. 
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